
育　種　問　題　雑　感

「よい苗木」の大前提になるものは、外見的な

問題よりは、むしろ品種系統の問題だと思います

が、民間の苗木の取引の実情を見ていると、ごく

一部の人々を除いては、所謂育種的な観念がまだ

まだ浸透していないといってもよいと思います。

中国、九州地方のように、早くから「さし木苗

による造林」の行なわれた地方では、育種的な考

え方も発達して、夫々の地方品種に名称をつけて

取引され、造林者もそれ等を選択して使用するな

らわしになっているようですが、比較的造林の遅

れて発達した東北地方では、産地や系統的なこと

は余り問題にされず、すぎは凡て「すぎ苗」であ

り、あかまつは凡て「あかまつ苗」で取引されて

いるのが実情のようです。

岩手県でも、山林所有者の約9割は農家であり

ます。農産物であれば、品種のよしあしを誤ると

収穫の段になって大きな較差が現われることにな

るので、品種の選択にはかなり神経を使うのです

が、こと造林用苗木に関しては、至って呑気なこ

とは不思議なことです。

林業について、育種的な考え方が中々普及し難

い理由には色々あると思いますが、私は次のよう

に考えます。

先づ第一に、一般の考えが、林業を企業的に認

識し、何等かの技術を導入して、より多くの収益

を得ようと考える所へ来ていない。即ち財産保持

的な貯金的な考えから脱していないということで

す。

第二に、所謂品種系統のよいものを造林して之

が成林した場合、果してどの程度立派なものが出

来るかということについて、未だ実証されていな

いということです。少くとも一般の造林者はその

ことについて、実感をもっていないといえると思

金　　澤　　裕　　臣

います。

第三には、之からの育種事業を進める為には現

行の「林業種苗法」では不十分であるし、従って

行政的な指導も不徹底であると思います。

本県において、民間でいち早くあかまつの育種

事業を始めた某製紙会社で、採種園からの種子に

よるあかまつの苗木を、所謂「育種苗」として近

頃一般造林者に販売することになりました。

この採種園は、同社が多額の経費を費し、色々

と苦心して作ったものであり、この苗木は優れた

ものであることは聞達ないと思います。この苗木

を造林すれば、理論的にも立派な林が出来ると考

えられます。同社のデーターでは、「過去数年間

の造林地の成績は非常によく、普通の苗木の略々

二倍位の生長を示している」ということです。従

ってこの苗木の価格は、普通の苗木の二倍であっ

ても、その経済効果を考えると、高いとはいえな

いかも知れません。

所が実際には価格の点もあり、一般の造林者の

間ではそれ程需要がないようです。又役所関係で

は、予算に縛られて、高い苗木は買えないという

ことで、何うやら思った程需要が伸びないという

ことでした。

このことは育種事業の推進や、延いては我国の

林業の発展の上から誠に残念なことだと思います

が、然し民間の事情を認識する上にとって重視す

べきことだと思います。

「育種苗」について個々の造林者も理論的には

一応肯定するのですが、「果して30年40年先まで

も2倍の生長量を続けてゆくものか何うか、或は

地形や、環境の異った夫々の造林地においても大

丈夫であろうか？」等という疑問が残されており、

それが未だ実証されていない。又残念乍ら之と逆
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の面、つまり、所謂品種系統のよくない苗木を造

林した場合、それが結果として何の程度のマイナ

スをもたらすか？ということについても余り確か

に実証されていないように思います。

このことは結局、造林者に対して「どっち道大し

たことではないではないか」という安易な気持を

抱かせる結果になっているものと考えられます。

このように物事を実証的、実利的にとらえて解

決してゆこうとするのが民間側の特徴であって、

今後民間林業に育種事業を普及させる上において

この点を留意し乍ら指導する必要があろうかと思

います。

今日、我国の林業を考えるとき、育種事業の重

要性は、単に個々の企業の利益の問題ではなくて

もっと公共的な、日本林業の歴史的な問題として

とり上げなければならないと思います。之までの

所謂「森林の逆陶汰」に終止符を打ち、日本の森

林の質を高める為にも、又外材に対抗して、日本

の林業が生きてゆく為にも、之からの育種事業に

課せられた使命は誠に大きいものと思います。

之までの育種の目標は、生長の早いものに重点

目標がおかれて来た感じですが、今後は品質の優

れたもの、病虫害に対する抵抗性のあるもの、気

象災害に対する抵抗性のあるもの等、もっと広汎

な問題について研究されなければならないでしょ

う。或は今後の造林に関する試験研究の大半は、

育種の問題に集約されるのではないかとさえ思わ

れます。

先年アメリカ合衆国を旅行した時、この国の北

東部に当るアパラチヤ山系の中にある、いくつか

の国有林を見学しました。

この地域の国有林の林相は、針葉樹が少く主と

して広葉樹の二次林でしたが、一般に樹幹が通直

で、生長もよく、見事な林相を呈しており、日本

の所謂「雑木林」とは全く趣を異にするものでし

た。150年位の伐期で用材林作業を行なっている

ので、所々で之等の広葉樹を間伐して、パルプ材

として搬出している現場もありました。

私どもは早速日本的な観点から次のような質問

を発しました。

「之等の広葉樹を伐採して何故針葉樹林に切

替えないのか？」と、

その答は、

「この地帯には優れた硬質材が多く、その値段

は針葉樹よりもはるかに高いものである。従って

経費をかけて樹種を変更するよりも広葉樹の用材

林を仕立てた方が遥かに有利である」と、極めて

自信の溢るるものでした。

緯度も気候も、略々日本の東北地方に類似して

おり、樹種は、かえで、なら、ぶな、さくら、ポプ

ラ等で私どもにも馴染の探いものばかりでした。

之等ほ100年から150年位の伐期で伐られ、主とし

て合板や、高級家具材、室内装飾材として用いら

れるということでした。

萠芽の更新も行なわれるのでしょうが、林中に

は、樹高30米以上もある素晴しい母樹が点在して

あり、林務官はその樹の下に行って、脱帽、最敬

礼をするのです。「我々はこの母樹をこの様に大

切にしているのだ」ということを態度で示してい

るのでした。

日本の雑木林に比べて、何故このように林相が

勝れているのか疑問に思い、色々尋ねて見ました。

遂に明解が与えられませんでしたが、思うに、こ

の国の歴史の「新しさ」のせいではないだろうか

？　つまり森林に対する人為的な逆陶汰が未だ進

んでいないということに私の結論は達しました。

世界一高賃金の国アメリカで、広葉樹の用材林

が立派に経営されていることは、一寸意外な感じ

でした。

之も結局は、優れた品質の材が生産されるとい

うことによって成り立っているものだと思いま

す。之からの日本の林業も、国内経済の変化と国

際貿易の激浪を乗り切る為には、何うしても方向

を転換しなければならないといわれていますが、

稲作ばかりでなく、品質の向上についてもっとジ

ックリ考えて見る必要があると思います。

（全国山林種苗協同組合連合会副会長・岩手県山林種苗

協同組合理事長）

●●●　お知　らせ　●●●

○青森県林木育種場発足　場長　成田平八郎

45年4月1日をもって旧県営樹苗養成事業所を上記

のとおり改め新発足した。

○宮城県林木育種場は県の組織機構の1部変更にともな

い、従来の農業試験場林業部と合併して4月1日付宮

城県林業試験場として新発足、育種部となる。

場　　長　　斎　藤　錦　也

育種部長（兼）　　′′

○人事異動　　　　　　　　　東北林木育種場

3月31日（枝）村山要助　林業試験場へ出向

4月1日（〃）田中勇美　秋田営林局へ′‥′

・′　・′　（′）土屋辰雄　秋田′‥′〟より出向

′′　・′　（事）菊池　正　退職
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ス　ギ　の

一一一：．一・二．・こ　し　－I

着　花　促　進

ン　の　連用試験－◇

高　橋　小三郎・軽　部　欣　一・佐　藤　文　男

は　じ　め　に

スギの着花促進法としては、樹幹の巻き締め、

環状剥皮など機械的処理による方法や、ジベレリ

ンなど薬品を用いて花芽の分化を促進する方法な

ど、これまで色々と報告されているが、中でもジ

ベレリンがスギの着花促進に卓効あることは周知

のとおりである。

各育種場の採種園造成も終了し、本格的にタネ

を生産する必要性が高まってきている現在、ジベ

レリンの利用も実用化の域に達し、本格的に採種

園にも応用されつつあります。当場では昭和38年

から、ジベレリン連用処理について若干調査して

きましたが、これまで明らかになったことを述べ

参考に供したい。なお本試験の結果については一

部昭和42年第19回林学会東北支部研究発表会で報

告したので、詳細は同報を参照ねがいたい。

1、試験地

東北林木育種場奥羽支場構内

Ⅱ、試験設計

1、供試木

昭和36年と昭和38年に養成した、精英樹つぎ木

苗4クローン25本と、在来スギ（金山）5クロー

ン25本、さし木苗在来スギ（大曲）5クローン25

本、くまスギ1クローン15本の計100本を昭和38

年定植した。なおこのうち精英樹1クローン5本

在来スギ（大曲）3クローン15本は間伐および一

部枯損のため本試験から除外した。

2、試験方法

試験区は各クローンについて、1年単用区、2

年連用区、3年連用区、4年連用区、5年連用区

の5処理として、毎年8月上旬200PPmのジベ

レリン水溶液を供試木の葉面が充分濡れる程度に

噴霧器で散布した。

花芽の調査は処理当年秋に行ない、♀花は個々

に、また♂花は1房単位に調査した。球果とタネは

処理翌年の秋採取し、形状、重量等を測定した。

なお供試木の大きさは表－1のとおりであり、成

長調査は毎年成長休止期の秋に、樹高、枝長等に

ついて測定した。

Ⅲ、結果と考察

表－1供試木の大きさ（昭38．植付時）
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註　枝数は計測時10cm以上のものを測定

1、着　　花

花芽の分化はクローンおよび年度によっても異

るようであるが、ジベレリンを連用しても樹木の

成長にともない着花数は年々増加する。

図－1は連用と着花性を示した。さし木、つぎ木

と同一個体の比較ではないが、両者の傾向として

は、連用年数が多くなるにつれて♂花の花性比が

少なくなることがうかがえる。このことはスギ花

芽分化の習性に関連しているものである。すなわ

ちスギの♀花はクローネの中層部以上とくに上属

部に多く着生するのに対し、♂花は各層に着生す

るが、主として下層部に多く着生するのが一般的

な習性である。ところで、ジベレリン処理しても

不思議なことに頂芽には花芽は分化しない、これ

は自己の生命（栄養生長）を保つための生理的現象

と思われるが、ジベレリンの連用により、頂芽以

外の枝葉は強制的に花芽を着生させられる結果、

その部分の栄養成長が阻止され、花芽の着生する

枝葉が枯死し、次第に下層2次枝の枯れ上りを来

たし♂花の着生する場所を失うことにつながるも

のと思われる。
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図－1　ジベ　レリ　ン　連用　と花性比
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2、球果、種子

連用処理と球果および種子については、表－2

のとおりである。

球果の形状比は自然着花のものと変りはないが

その大きさ、重量は自然着花のものの約1/2でタネ

の実重も小さい。しかしジベレリンを1年のみ処

理した場合も、連用処理した場合でも、球果およ

び種子の内容は殆んど変りがなく連用による差は

えられない。また発芽率は年度、およびクローン

によっては若干異るようであるが、処理による違

いは殆んどなく、自然のものと比較しても何等変

りがない。

3、成　　長

花芽の分化は自然木の場合、気候とくに開花前

の成長期間中の気温、日照、降水量および栄養関

係が大きく影響するといわれているが、ジベレリ

ン処理は薬品によって強制的に着花を促進させる

ため、とくに連年ジベレリンを処理すれば栄養成
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長と生殖作用のバランスが崩れ樹木の成長を著し

く阻害することになる。図－2はジベレリン連用

と樹高成長の関係を図示した。また図－3は処理

別に5ヵ年間に成長した枝長についてジベレリン

単用区（1年のみ処理）を基準にその指数を求

め図示したものである。この図から明らかなよう

に枝長は、成長すべき葉芽がジベレリンを連用処

理されることによって花芽に転換するため成長が

停止し、中には前年度の長さと殆んど変りのない

ものも多々みられる。また枝数もクローンによっ

ては、連用2～3年までほ1年のみ処理したもの

と変りのないものもあるが、連用年数が多くなる

につれて下層2次枝の枯れ上りが目立ち、下層樹

幹部附近が空洞状を呈し、枝葉の着生密度も極端

に少なくなる。以上のようにジベレリンの連用は

樹木のあらゆる成長に相当大きな影響を与えるも

ので、とくに連用年数が多くなるにつれてその影

響も顕著である。
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図－2　処理別成長量（1本当り平均）

Ⅳ、ま　と　め

スギ採種園における合理的な仕立方も、いまだ

確立されておらず、自然状態でも着花するクロー

ンは大部あるとはいいながら、近年ジべレリンは

採種事業の中へ取り入れられ実用化されつつあり

ます。そこで採種園において、ジべレリンを使用

する場合は、ただ単に着花促進が可能であるとい

うだけでなく、採種木の樹勢、着花性などよく注

図－3　1次枝長（指数）

（昭和39－43年）
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意して観察しながら、2～3年間隔で処理するよ

うにするか、やむを得ず同じ個体に連続して散布

する場合は全面散布を避け、クローネの片側づつ

交互に散布するように配慮すべきである。つまり

結実促進については、常に生殖作用と栄養成長の

バランスを崩さないよう樹木の生理を考え、樹勢

を維持出来るよう、肥培、育成管理に心がけるこ

とが心要であろう。　（東北林木育種場奥羽支場）
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！管内国有林の育種事業の紹介！
－tlltl－ttttlt．t．t卯．114ttttttH°ttt°tl．tt．tttl°ttt°ttt．t．ヽttttttt一一▼

トト大曲営林署境苗畑における

育種事業の概要■

はじめに

当署境苗畑は、国鉄奥羽本線羽後境駅の西北方0．5km

海抜高40m～55mの間にあって、区域積前14．33haあり、

地利的には比較的恵まれた環境になっている。苗畑の開

設年度は古く、明治32年度開設以来．本年で71年目であ

る。

育種開拓事業としても、当苗畑は昭和2年以来「台木

仕立てによるさし木苗養成」を行なっており、現在では

山行苗木の約70％がさし木苗養成による苗木を使用して

いる。また32年度に多雪地帯の精英樹クローンを増殖す

る目的で、原種苗畑として秋田局管内で3ヵ所指定され

たうちの1ヵ所に指定なっており、当局の育種事業計画

に基き、採臆園の造成計画と併行してクローンの増殖を

行なっている。なお、この外に当署管内六郷担当区部内

に、38年設定のカラマツ採種園が1ヵ所あり現在迄良好

な生育を示している。

以下これらについて、その概要を紹介する。

1）採穂園について

採穂園については、昭和32年度に原種苗畑としての指

定をうけ、その後、秋田　山形、新潟の3県の主として

多雪地帯の精英樹クローンを現在迄70クローン7，418本

を造成したが、年度別造成本数採穂量、発根率等の概要

は別表イ、ロの通りである。

次に採穂園の育成管理についてであるが、採穂園の目

的とする所は、採穂木から毎年形態や発根性のよい揃っ

た挿穂をできるだけ多く、しかも能率よく採取するのが

その目的でもあり、そのためにはやはりその場所の気象
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条件にマッチした管理、育成が一番大事であり、従って

これ等諸条件を満すための年間事業計画を慎重に立案す

る必要があり、当苗畑でもこれ等を考慮して大凡別表ハ

により育成管理作業を実施している。

作業実行上特に考慮している点は剪定整枝であるが、

これについては、当苗畑は昭和2年以来採穂台木養成を

行なってきているが、これの仕立て方が多雪地帯に適す

るよう、いわゆる「秋田式低台仕立」を行なっており、

原種苗畑としての当採穂園も、この低台仕立に誘導する

よう剪定を行なっている。なお現在迄の発根率であるが

結果は平均20％の発根率で非常に悪い結果となっている

が、この点についても今後各機関の御指導を得ながら、

発根率を高める努力を続けていく積りである。

2）採種園について

採種園については、当署六郷担当区部内潟尻国有林

204ろ小班にあり、樹種はカラマツ、設定年度は昭和38年

面積は附属地合計で2，49haであり、30クローン、植付間

隔4m、本数1350本で構成されている。採種木は本年で

7年目であるが全般的に揃って良好な生育を示し、43年

度より整技剪定を行なっている。当採種園で施業上一番

問題になるのは、奥羽背陵山脈沿いの多雪地帯でもある

ので採種木の雪害の防除には、一番気を使っており、雪

囲いとしては杉の割材と太めの竹材を使って採種木1本

（別表　イ）採穂園面積及び構成
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（別表　ロ）県別クローン数及び台木本数
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毎に3本支柱を立て、それを縄でていねいに結束して雪

囲いをしているが、これが現在まで、雪害も殆んどな

く、生育にも良い結果を得ていると思っている。然し樹

高が高くなるに従って、単木的にみて完全な冬囲いが出

来ないものもでてきているが、今後とも雪害を出さない

よう留意して、完全な採種園にするべく努力していきた

いと思っています。

3）低台仕立による採種園について

最後にいわゆる秋田式の低台仕立による挿木苗養成に

ついては、台木仕立の創始者である、松島悌之助氏より

詳しい報告がなされているが、当苗畑での台木仕立によ

るさし木苗養成の歴史は古く、この経過を振返ってみる

と概略別表ニのとおりである。

上記のような経過をたどって現在に至っているが、採

穂台木の殆んどは実生苗木を仕立てたものであり、また

秋田式低台仕立の特徴の一つである密植方式をとってい

ることであるが、今後現在の精英樹クローンの採種周の

植栽密度との関連，また実生苗で作った台木のさし穂よ

り、精英樹のさし木苗で作った台木からのさし穂の発根

率が非常に悪い点等、今後充分検討の余地があると思っ

ている。以上ごく概活的に当署苗畑の育種事業を御紹介

しましたが、今後とも関係機関の一層の御指導をお願い

したい。　　（六郷　厳　　大曲営林署経営課長）

（別表　ハ）　採穂園育成管理作業
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（別表　ニ）採種園の経過の概略
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